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『
紀
南
新
聞
』
昭
和
十
四
年
一
月
五
・
七
・

八
・
十
・
十
一
日

瀨
見
善
水

江
川
の
名
門

森

彦
太
郎

現
身
の
か
げ
の
み
な
ら
で
ま
す
か
ゞ
み

(

う
つ
つ
み)

こ
ゝ
ろ
の
色
も
う
つ
し
て
し
が
な

こ
の
歌
の
主
、
日
高
が
瀨
見
善
水
は
何
と
い
っ
て
も
日
高
が

よ

し

み

生
ん
だ
明
治
維
新
の
偉
人
、｢

あ
の
時
に
ま
あ
五
つ
ぐ
ら
ゐ
若
か

っ
た
ら
な
あ｣

と
今
で
も
惜
し
ま
れ
て
ゐ
る
。
あ
の
時
と
は
廢
藩

置
縣
の
時
の
こ
と
。
し
か
し
維
新
と
は
云
へ
田
舎
で
は
や
は
り

門
閥
や
閲
歴
を
や
か
ま
し
く
言
っ
た
時
代
の
こ
と
ゝ
て
、
も
う

五
つ
も
若
か
っ
た
ら
日
高
民
政
局
事
に
抜
擢
さ
れ
る
こ
と
に
難

色
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

×

×

善
水
は
前
に
言
へ
る
如
く
逸
見
万
壽
丸
の
遠
孫
で
あ
る
。
逸

見
は
ヘ
ン
ミ
と
訓
む
。
甲
州
逸
見
鄕
か
ら
出
た
の
で
、
そ
の
鄕

名
を
苗
字
と
し
た
。
吉
野
朝
の
忠
臣
万
壽
丸
の
九
代
の
孫
に
角

兵
衛
と
い
ふ
が
あ
り
、
そ
の
子
彦
右
衛
門
は
母
方
の
縁
に
よ
っ

て
千
手
か
ら
江
川
に
移
住
、
下
江
川
村
庄
屋
を
勤
め
、
そ
の
子

彦
左
衛
門
、
寛
保
元
年
は
じ
め
て
江
川
村
大
庄
屋
と
な
っ
た
。

(

一

七

四

一

年

)

善
水
は
そ
の
六
代
の
孫
に
當
り
、
父
は
彦
右
衛
門
善

隣
、
母
は

(

よ
し
ち
か)

藤

井

の

地

士

小

池

氏

の

女

。

善

水

は

そ

の

長

男

と

し

て

文
化
十
年
正
月
八
日
江
川
の
邸
に
生
ま
れ
た
。
幼
名
政
吉
、
後

(

一

八

一

三

年

)

幸
吉(

文
政
七
年
改
名)

・
雄
次
郎(

天
保
八
年
改
名)

・
彦
左
衛

(

一

八

二

四

年

)
(

一

八

三

七

年

)

門(

嘉
永
六
年
改
名)

と
改
た
め
た
が
、
明
治
五
年
名
字
の
制
を

(

一

八

五

三

年

)
(

一

八

七

二

年

)

達
せ
ら
れ
て
以
來
專
ら
善
水
と
稱
し
た
。
蓋
し
上
善
若
水
の
語

。

、

。

を
採
る

壯
時
烏
嶽
山
人
と
号
し

老
後
翠
灣
の
號
を
用
ひ
た

そ
の
居
は
山
靜
日
長
居･

三
香
廼
舎
・
瓶
舎
な
ど
ゝ
も
い
っ
た
。

地
士
大
庄
屋
を
世
襲
し
、
清
酒
醸
造
を
業
と
す
る
豪
家
で
あ
っ

た
か
ら
熊
野
に
遊
ぶ
地
名
の
士
の
來
り
訪
ふ
者
が
少
く
な
か
っ

た
。善

水
は
弱
冠
二
十
才(

天
保
三
年
辰
十
一
月)

に
し
て
家
職
大

(

一

八

三

二

年

)

庄
屋
を
襲
い
だ
が
、
夙
に
文
は
加
納
諸
平
お
よ
び
伊
達
千
廣
に

つ
と

つ
い
て
国
學
歌
道
を
、
武
は
田
宮
家
に
入
っ
て
所
謂
田
宮
流
劔

道
を
修
習
し
、
少
う
し
て
勤
王
の
大
義
を

辨

へ
、
慨
世
憂
國
の

わ
き
ま

が
い
せ
い

至
情
、
そ
の
胸
裏
に
鬱
勃
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
嘉
永
・
安
政

う
つ
ぼ
つ

の
交
・
海
防
論
が
喧
し
く
沿
海
の
地
士
帶
刀
人
庄
屋
肝
煎
等
悉

く
浦
組
に
編
入
せ
ら
る
ゝ
や
、
善
水(

既
に
四
十
才
を
超
ゆ)

も

亦
小
筒
打
五
十
人
の
組
頭
と
な
り
劔
法
砲
術
の
稽
古
に
忙
し
か

っ
た
。
文
久
三
年(

五
十
一
才)

所
謂
天
誅
組
の
乱
起
る
や
、
本

(

一

八

六

三

年

)

藩
士
は
勿
論
日
高･

有
田
方
面
の
地
士
山
家
同
心
等
は
皆
山
地
組

に
出
動
、
紀
和
國
境
の
守
備
に
任
じ
た
が
、
善
水
は
日
高
代
官

代
理
と
し
て
出
張
、
各
所
の
陣
營
を
歴
訪
し
て
藩
兵
の
勞
を

犒
ね
ぎ
ら

ひ
斡
旋
盡
力
す
る
と
こ
ろ
あ
り
、
水
郡
長
雄
等
が
敗
殘
の
身
を

み
づ
ご
り

小
又
川
の
陣
營
に
投
じ
た
と
き
の
如
き
、
善
水
の
計
ひ
で
遇
す
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る
に
禮
を
以
て
し
、
一
行
を
感
泣
せ
し
め
た
「
鬼
神
も
お
そ
れ

ざ
れ
し
が
ま
こ
と
あ
る
人
の
な
さ
け
に
袖
ぬ
ら
し
け
り
」
と
は

長
雄
の
詠
で
あ
っ
た
。
當
時
善
水
か
ら
心
友
羽
山
維
碩
に
當
て

た
私
信
に
「
小
又
川
に
て
自
縛
に
て
出
候
浪
士
八
員
若
山
へ
護

送
云
々
…
…
善
悪
は
不
知
、
い
づ
れ
も
尋
常
の
人
物
に
て
は
無

之
…
…
天
乎
命
乎
」
な
ど
ゝ
あ
り
。
ま
た
維
碩
手
記
に
「
此
節

善
水
子
於
日
高
代
官
所
、
彼
浪
士
等
に
對
面
し
、
愁
志
を
慰
め

て
、
各
達
今
般
之
一
擧
、
我
皇
國
へ
之
亦
心
威
入
候
由
申
述
候

處
、
皆
々
忝
き
由
被
答
し
と
也
」
と
あ
る
。
も
っ
て
當
時
に
お

け
る
善
水
の
心
境
を
想
察
し
得
よ
う
。
善
水
は
羽
山
維
碩
・
由

良
守
應
・
浜
口
悟
陵
・
菊
池
海
莊
と
常
に
相
往
來
し
て
時
事
を

論
じ
、
風
交
も
あ
っ
た
が
、
善
水
と
遺
跡
と
は
遂
に
大
に
著
る

？

ゝ
に
至
ら
な
か
っ
た
。

(

昭
和
十
四
年
一
月
五
日
掲
載)

善
水
が
宰
す
る
と
こ
ろ
の
江
川
組
と
い
ふ
の
は
、
吉
田
・
土

生
五
ヶ
村(

土
生
・
小
熊･

千
津
川
・
鐘
巻
・
藤
井)
・
若
野
・
入

野
・
玄
子
・
早
藤
・
蛇
尾
・
中
津
川
・
下
江
川
・
上
江
川
・
山

野
・
下
和
佐
・
上
和
佐
・
松
瀬･

伊
藤
川
・
藤
野
川
・
三
百
瀬
・

平
川
の
二
十
二
ヶ
村
す
な
は
ち
今
の
藤
田
・
矢
田
・
丹
生
・
早

藤
四
ヶ
村
の
區
域
で
あ
っ
た
。
そ
の
過
半
は
日
高
平
野
に
属
す

る
純
農
村
で
、
良
質
の
米
穀
を
産
し
、
鄕
民
の
生
活
状
態
も
概

し
て
良
好
で
あ
っ
た
。
善
水
こ
ゝ
に
大
莊
屋
た
る
こ
と
正
に
三

十
八
ヶ
年
、
青
年
二
十
才
に
し
て
就
職
、
勤
續
五
十
七
才
の
と

き
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
間
こ
そ
は
所
謂
幕
末
多
事
す

な
は
ち
明
治
維
新
の
陣
痛
期
で
あ
っ
た
の
と
、
後
半
期
に
お
け

る
災
異
頻
發
の
た
め
政
治
的
に
も
・
經
済
的
に
も
、
中
樞
か
ら

末
梢
へ
の
影
響
が
極
め
て
敏
感
で
、
地
方
に
お
け
る
農
民
の
生

活
は
始
終
脅
威
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
善
水
は
こ
の
間
に
處
し

て
よ
く
時
潮
に
順
應
し
、
し
か
も
民
業
の
保
護
と
民
意
の
暢
達

と
を
忘
れ
な
か
っ
た
。
特
に
嘉
永
か
ら
慶
應
ま
で
の
所
謂
黒
船

一
件
の
外
的
影
響
と
、
旱
雨
水
禍
お
よ
び
疫
疾
流
行
の
内
的
事

、

、

、

情
で
米
價
昻
謄

窮
民
續
出
の
際

誠
實
熱
心
こ
れ
に
善
處
し

平
穏
裡
に
こ
の
難
局
を
切
り
抜
け
た
。
し
か
も
藩
當
局
が
今
の

言
葉
で
い
へ
ば
社
會
政
策
と
い
っ
た
や
う
な
美
名
を
仮
っ
て
財

政
の
破
綻
を
繕
ほ
う
と
す
る
た
め
の
所
謂
御
趣
意
御
改
革
の
頻

々
た
る
こ
と
朝
令
暮
改
な
ど
に
對
し
て
は
眞
綿
に
針
式
で
相
當

強
硬
に
楯
突
い
た
。
か
う
い
ふ
点
に
つ
い
て
は
日
高
同
職
間
の

指
導
者
で
あ
り
、
有
田
の
同
職
と
も
緊
密
な
る
連
絡
を
保
っ
て

ゐ
た
。

明
治
維
新
に
際
し
、
元

年
三
人
扶
持
を
支
給
せ
ら
れ
、
二

(

一
八
六
八
年)

年(

五
十
七
才)

二
月
孔
雀
間
席
に
列
し
、
日
高
郡
民
政
知
局
事

(

苞
米
四
百
俵
下
賜)

拝
命
・(

十
月
新
宮
藩
領
財
部
及
荊
木
を
日

高
郡
に
移
管)

・
十
一
月
太
政
官
か
ら
和
歌
山
藩
少
參
事
に
任
ず

る
の
辞
令
あ
り
、
藩
廳
か
ら
日
高
郡
民
政
局
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ

た
。
翌
三
年
十
二
月
藩
政
改
革
、
有
田
・
日
高
両
郡
合
併
に
つ

き
両
郡
兼
務
。
但
有
田
に
て
勤
務
す
べ
し
と
い
ふ
命
を
う
け
た

「
日
高
か
ら
不
順
の
せ
み
が
飛
ん
で
來
て
我
は
な
か
ず
に
人
を

●

●

泣
か
し
た
」
と
い
ふ
落
書
き
が
善
水
の
果
敢
適
徃
と
熱
心
徹
底

ぶ
り
を
諷
し
た
ほ
ど
。
そ
の
畫
策
は
周
到
で
あ
り
、
施
設
は
縦

横
で
あ
っ
た
。
折
柄
維
新
の
運
に
會
し
、
人
心
恟
々
と
し
て
歸
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趨
に
惑
ふ
の
と
き
善
水
は
鋭
意
民
心
の
安
定
の
民
力
の
涵
養
に

つ
と
め
、
或
は
和
歌
山
か
ら
國
學
者
を
招
聘
し
て
村
々
の
神
職

に
任
命
し
本
務
の
か
た
は
ら
國
學
歌
道
の
教
授
に
當
ら
し
め
た

る
ご
と
き
篤
行
・
精
農
を
旌

彰
し
た
る
如
き
、
農
村
振
興
の

し
よ
う
し
よ
う

た
め
の
拓
地
墾
田
の
奬
勵
・
池
溝
の
掘
鑿
助
成
の
如
き
、
漁
村

振
興
の
た
め
の
魚
付
林
・
防
潮
林
保
護
勸
奬
・
防
波
堤
築
設
助

成
の
ご
と
き
、
山
村
振
興
の
た
め
の
林
道
改
修
助
成
・
流
筏
路

の
快
道
施
工
の
ご
と
き
、
自
ら
も
私
財
を
投
じ
同
志
に
も
協
力

(

？
改
造)

せ
し
め
て
勇
猛
に
所
信
を
断
行
し
た
。

そ
の
頃
の
詠
草
中
に

夏
木
立
き
よ
き
み
づ
え
の
露
見
れ
ば

花
も
も
み
ぢ
も
思
は
ざ
り
け
り

と
い
ふ
の
が
あ
る
が
、
民
を
治
る
百
術
あ
り
と
い
へ
ど
も
一
清

に
斯
か
ず
の
意
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
在
職
は
長
き
に

わ
た
ら
な
か
っ
た
が
、
維
新
に
際
し
て
の
善
水
の
善
政
は
確
か

に
郡
民
に
對
し
て
好
印
象
を
あ
た
へ
た
。

(

昭
和
十
四
年
一
月
七
日
掲
載)

山
路
鄕
と
切
目
・
南
部
・
清
川
流
域
を
連
絡
す
る
三
里
峰
徃

來
の
如
き
も
善
水
の
お
蔭
で
改
修
さ
れ
、
一
方
で
は
有
田
・
日

高
南
部
連
絡
の
鹿
瀬
越
熊
野
街
道
の
如
き
も
大
改
修
が
お
こ
な

は
れ
て
利
便
を
増
す
こ
と
多
大
、
東
光
寺
か
ら
丸
山
經
由
、
御

坊
中
町
に
通
づ
る
新
線
も
善
水
の
着
眼
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た

が
、
こ
れ
は
そ
の
在
職
中
に
は
實
現
を
見
る
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。
日
髙
川
の
上
流
に
は
そ
の
幹
流
中
に
い
は
ゆ
る
五
瀧
と
て

「
佐
井
の
鳴
瀧
山
路
の
檜
皮
筏
乘
り
こ
そ
見
て
通
れ
」
と
い
ふ

民
謡
が
出
來
て
ゐ
る
ほ
ど
筏
師
な
ら
ね
ば
見
る
こ
と
の
出
來
ぬ

流
筏
の
難
所
が
あ
る
。
就
中
、
鍵
原
峠
の
東
麓
に
あ
る
大
瀧
の

如
き
は
徳
川
初
世
に
中
山
中
組
大
庄
屋
井
原
矢
之
助(

三
十
木
矢

之
助
と
通
稱)

が
生
來
の
俠
氣
と
智
力
を
傾
け
て
巨
巌
を
破
碎
し

そ
の
流
筏
難
を
幾
分
緩
和
し
た
の
で
、
斯
業
者
は
大
に
こ
れ
を

徳
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
善
水
の
郡
宰
と
な
る
や
直
に

(

明
治
二
年)

命
じ
て
五
瀧(

檜
皮
・
手
早
・
大
・
鳴
・
黒
島
の
五

(

一

八

六

九

年)

急
湍)

實
測
圖
を
作
り
、
土
佐
か
ら
抗
夫
を
雇
入
れ
火
藥
を
用
ひ

し
流
筏
路
を
妨
ぐ
る
巨
巌
を
片
っ
端
か
ら
破
碎
せ
し
め
た
。
當

業
者
は
も
ち
ろ
ん
地
方
民
は
皆
こ
れ
を

多

と
し
、
最
上
流
檜
皮

(

？
例)

瀧
所
在
の
第
六
小
區
長
杉
谷
欽
十
郎
の
如
き
は
感
激
の
余
、
且

は
向
後
の
筏
師
が
安
に
馴
れ
て
過
誤
に
陥
る
を
慮
り
、
詠
を
善

水
に
乞
ひ
彫
り
て
河
畔
に
建
て
た
。

歌
に
曰
く

さ
く
な
だ
り
下
す
筏
士
心
し
て

み
づ
ほ
の
神
に
手
向
よ
く
せ
よ

と
。明

治
四
年
七
月
十
四
日
廢
藩
置
縣
後
、
元
少
参
事
の
名
を
も

(

一

八

七

一

年

)

っ
て
依
然
両
郡
治
を
統
べ
、
翌
五
年(

六
十
才)

二
月
舊
田
邊
縣

所
管
南
部
・
切
目
兩
川
筋
の
地
を
日
高
出
張
所
へ
移
管
に
つ
き

首
尾
よ
く
事
務
引
継
ぎ
を
完
了
。
仝
年
三
月
和
歌
山
縣
九
等
出

仕
日
高
出
張
在
勤
の
命
に
次
い
で
五
月
十
七
日
ま
た
依
願
九
等

出
仕
差
免
、
雇
を
も
っ
て
縣
廳
へ
出
勤
、
戸
長
係
勤
務
之
事
と

い
ふ
辞
令
を
う
け
た
。
こ
の
間
の
事
情
は

審

で
な
い
が
、
と
か

つ
ぶ
さ

く
し
て
翌
六
年
七
月
に
至
り
神
奈
川
縣
よ
り
徴
命
あ
り
、
仝
月
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九
日
仝
縣
へ
出
向
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
蓋
し
陸
奥
宗
光
の
推
擧
に

け
だ

よ
る
も
の
で
、
友
人
由
良
守
應
亦
大
江
縣
令(

卓)

を
説
い
て
斡

旋
に
つ
と
め
た
。
か
く
て
九
月
十
八
日
、
神
奈
川
縣
權
大
属
、

租
税
課
長
に
任
命
さ
れ
た
が
、
廢
藩
置
縣
後
日
淺
う
し
て
新
政

未
だ
そ
の
緒
に
つ
か
ず
、
特
に
地
租
改
正
を
前
に
し
て
租
税
課

長
の
負
荷
は
な
か

重
か
っ
た
。
そ
れ
に
善
水
と
し
て
は
全

く

然
未
見
未
知
の
土
地
柄
と
し
て
地
理
・
人
情
・
風
俗
等
に
つ
い

て
の
認
識
が
な
く
、
し
き
り
に
管
内
を
行
脚
し
て
勵
精
し
た
が

異
郷
の
風
土
は
老
年
の
健
康
に
適
せ
ず
、
初
め
て
の
土
地
で
こ

の
年
の
一
冬
を
宿
痾(

痔
疾)
に
惱
み
續
け
た
。
翌
七
年(

六
十
二

し
ゆ
く
あ

才)

五
月
さ
ら
に
新
設
の
地
租
改
正
係
兼
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、

六
月
中
旬
入
に
脚
気
を
患
ひ
て
劇
務
の
鞅
掌
に
堪
へ
ざ
る
に
至

り
、
遂
に
七
月
二
日
退
官
歸
郷
静
養
す
る
こ
と
ゝ
な
っ
た
。
伊

達
千
廣(

時
に
在
京)

餞
す
る
に
「
ま
た
も
來
て
都
の
花
に
旅
寝

せ
よ
片
山
里
の
月
清
く
と
も
」
の
一
首
を
以
て
し
た
。
伊
達
父

？
岸

子
と
は
そ
の
後
も
交
誼
變
ら
ず
、
明
治
十
年
陸
奥
宗
光
元
老
院

幹
事
と
し
て
京
都
の
行
在
所
に
供
奉
、
謀
叛
・
旗
擧
に
肝
膽
を

碎
き
つ
ゝ
あ
っ
た
七
月
、
兒
玉
仲
兒
を
使
者
と
し
て
一
書
を
寄

せ
、
そ
の
末
尾
に
「(

仲
兒)

兼
て
老
兄
の
高
名
を
慕
ひ
一
應
拜

晤
致
度
の
こ
と
に
御
座
候

も
し
相
伺
ひ
候
は
ゞ
御
覆
蔵
な
く

御
申
聞
被
下
度
候
、
小
生
心
事
も
粗
伺
人
へ
相
話
申
置
候
義
も

有
之
候
間
御
聞
取
被
下
度
云
々
」
と
あ
る
。
善
水
の
添
書
き
に

七
月
二
十
二
日
兒
玉
子
持
参
と
あ
る
だ
け
で
、
別
に
記
録
も
な

い
か
ら
妄
に
憶
測
す
べ
き
で
は
な
い
が
随
分
物
騒
な
手
紙
で
は

あ
る
。

(

昭
和
十
四
年
一
月
八
日
掲
載)

明
治
九
年(

六
十
四
才)

和
歌
山
縣
勧
業
御
用
係
と
な
り
、
十

(

一

八

七

六

年

)

二
年(

六
十
七
才)

和
歌
山
縣
會
の
創
始
に
あ
た
っ
て
は
擧
げ
ら

れ
て
議
員
と
な
っ
た
。
爾
後
事
あ
る
ご
と
に
民
意
を
代
表
し
て

官
憲
と
の
交
渉
斡
旋
の
任
に
當
っ
た

明
治
十
九
年(

七
十
四
才)

。

祖
業(

酒
造)

を
休
止
し
た
が
、
二
十
五
年
一
月
十
三
日
江
川
の

實
家
で
歿
し
た
。
享
年
八
十
法
名
瑞
華
院
釋
淨
薫

善
水
資
性
重
厚
摯
實
、
公
共
の
た
め
に
は
一
身
一
家
を
顧
み

な
い
で
文
字
通
り
献
身
奮
闘
、
一
大
庄
屋
か
ら
抜
擢
さ
れ
て
維

新
の
際
の
郡
宰
と
な
り
有
田
郡
を
も
兼
務
し
て
よ
く
多
事
の
局

に
處
し
た
が
、
廢
藩
置
縣
後
に
お
い
て
は
遂
に
大
に
伸
る
に
至

ら
ず
、
家
庭
的
に
も
不
幸
が
續
き
、
晩
年
こ
と
に
寂
寞
で
あ
っ

た
。
た
ゞ
不
運
の
俗
界
に
あ
っ
て
惠
ま
れ
た
天
分
の
詩
才
を
發

揮
し
幾
多
の
秀
歌
を
遺
し
た
が
、
そ
れ
す
ら
詠
草
「
三
香
廼
舎

み

か

の

や

集
」
七
冊
の
散
逸
に
よ
っ
て
纏
ま
っ
た
も
の
ゝ
な
い
の
は
惜
む

。

「

」
「

」
「

」

べ
き
で
あ
る

そ
の
詠
は

鰒
玉
集

・

鴨
河
集

・

清
渚
集

・

三
熊
野
集

・

鶯
蛙
集
」
等
に
散
見
し
、
紀
行
に
は
「
軟

「

」
「

葉
日
記
」(

安
政
六
年
近
江
國
多
賀
神
社
参
詣
紀
行)

・

春
の

「

(

一

八

五

九

年

)

山
踏
の
記
」(

天
保
七
年
吉
野
紀
行)

・

谷
の
朽
葉
」(

年
月
不

「

(

一

八

三

六

年

)

明
神
場
紀
行)

等
が
あ
る
。
ま
た
「
柳
園
詠
草
」
十
遺
は
善
水
が

因
幡
の
歌
人
飯
田
年
平
と
ゝ
も
に
、
先
師
諸
平
の
た
め
明
治
十

二
年
に
撰
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
兒
逝
去
哀
悼
歌

き
の
ふ
か
も
立
と
聞
し
を
、
い
つ
の
間
に
秋
ふ
け
ぬ
ら
し

、

、

野
邊
見
れ
ば
眞
萩
ち
り
す
ぎ

山
が
た
は
も
み
ぢ
に
ほ
へ
り
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む
ら
さ
き
の
花
の
ゆ
か
り
も
か
ら
に
し
き
た
ち
づ
ら
ひ
し
、

む
か
し
へ
に
か
は
ら
ざ
り
け
り
、
こ
ぞ
も
か
く
ゆ
た
け
か
り

つ
る
、
あ
そ
び
す
と
我
家
い
で
ゝ
、
元
武
を
左
に
た
ゝ
し
、

善
武
を
右
に
た
づ
さ
へ
、
純
功
も
和
種
翁
も
、
あ
な
が
ち
に

ま
う
し
た
て
、
こ
ま
つ
る
ぎ
和
佐
の
鄕
曲
の
、
川
の
邊
に
か

ゆ
き
か
く
ゆ
き
、
さ
し
な
べ
に
御
酒
あ
た
ゝ
め
つ
、
蔭
し
げ

き
く
ぬ
ぎ
が
下
に
、
照
妙
の
か
も
し
き
つ
ら
ね
、
さ
と
の
子

が
む
く
な
る
鮎
を
、
む
ら
と
り
の
あ
し
に
か
へ
つ
ゝ
、
葛
の

葉
に
つ
ゝ
み
や
き
し
て
、
つ
ゝ
み
な
く
か
た
ら
ひ
か
は
し
、

る
う
き
の
う
き
こ
と
し
ら
ぬ
夕
榮
を
、
常
に
も
か
も
と
た
の

し
み
し
、
有
の
す
さ
び
も
ゆ
く
水
の
、
は
や
く
流
れ
て
ふ

ゆ
き
の
、
つ
も
れ
る
夕
さ
き
に
ほ
ふ
花
の
あ
し
た
も
、
ほ
と

ゝ
き
す
し
ば
な
く
頃
も
、
家
の
業
い
そ
し
む
ひ
ま
は
か
く
し

つ
ゝ
、
有
へ
し
も
の
乎
ま
か
つ
日
の
、
い
か
な
る
神
の
あ
ら

び
に
や
、
よ
の
中
な
べ
て
、
い
な
め
が
さ
は
や
り
に
は
や
り

ひ
ろ
ご
れ
ば
、
そ
を
さ
け
め
へ
す
、
玉
く
し
げ
ふ
た
り
の
子

ら
も
む
ら
ぎ
も
の
、
こ
ゝ
ち
わ
づ
ら
ひ
、
七
日
あ
ま
り
十
日

、

、

、

も
や
ま
ず

さ
か
の
ぼ
る

む
な
は
し
り
火
の
は
げ
し
さ
に

た
ぶ
さ
わ
な
な
き
聲
か
れ
て
、
よ
を
へ
だ
て
ゆ
く
、
よ
も
つ

路
に
、
い
か
に
ち
ぬ
れ
ば
、
ま
く
ら
へ
に
、
あ
と
へ
に
つ
と

ひ
見
と
り
ゐ
し
、
う
か
ら
か
と
も
ゝ
、
門
の
邊
に
來
て
を
事

と
ふ
、
鄕
ひ
と
も
あ
な
や
と
ば
か
り
、
も
ろ
聲
に
、
を
し
め

る
あ
ま
り
、
わ
か
子
も
て
、
か
へ
ま
く
ほ
し
と
、
な
げ
け
ど

、

、

、

、

も

か
ひ
し
な
け
れ
ば

う
つ
つ
と
も

ゆ
め
と
も
わ
か
ず

、

、

、

天
に
こ
ひ
地
に
か
な
し
び

ふ
し
ま
ろ
ふ

我
を
い
さ
め
て

な
く

も
、
か
ら
す
と
も
よ
ぶ
、
山
む
ろ
に
、
は
ふ
り
は

く

て
ゝ
は
、
お
の
が
じ
し
、
人
は
か
へ
れ
ど
ゆ
き
し
兒
の
、
か

け
は
見
え
こ
ず
、
あ
た
し
の
ゝ
、
け
ぶ
り
の
末
も
、
夕
霧
に

ま
が
ひ
は
て
け
り
、
あ
す
よ
り
は
、
い
か
に
し
て
ま
し
と
し

、

、

こ
ろ
の

朝
な
夕
な
に
つ
ま
し
つ
る
庭
の
訓
の
く
さ

の

く

い
と
ま
し
あ
れ
ば
、
ふ
る
こ
と
の
、
ふ
み
の
ひ
も
と
き
う
つ

し
繪
の
筆
の
林
も
、
も
ろ
と
も
に
、
わ
け
て
み
つ
ゝ
、
負
氣

な
き
わ
ざ
に
は
あ
れ
ど
、
ま
す
ら
雄
は
名
を
し
立
つ
べ
し
、

海
ゆ
か
ば
、
み
つ
て
か
ば
ね
と
、
ふ
る
人
の
や
ま
と
心
の
に

、

、

、

ほ
は
し
き

言
の
葉
艸
と
お
む
か
し
み

ま
く
り
手
し
つ
ゝ

む
か
ひ
居
し
、
山
窓
見
れ
ば
ふ
つ
く
ゑ
に
、
の
こ
れ
る
し
を

り
、
山
居
に
は
太
刀
と
る
業
の
練
の
小
手
壁
に
か
ゝ
れ
り
、

其
主
は
消
て
う
せ
ぬ
る
玉
の
緒
の
、
終
の
あ
り
面
を
お
も
ひ

か
ね
、
お
ぼ
つ
か
な
く
も
、
か
た
や
ま
の
、
お
く
つ
き
處
來

て
と
へ
ば
、
を
り
た
か
へ
た
る
か
へ
り
花
、
さ
け
る
木
蔭
に

立
よ
れ
ば
、
お
も
か
げ
う
か
び
、
岩
か
げ
の
露
の
し
ち
菊
、

手
向
に
と
手
を
れ
ば
た
ぐ
ふ
、
袖
の
香
に
消
か
ゝ
り
つ
ゝ
、

た
も
と
ほ
り
か
へ
る
家
路
も
わ
す
ら
れ
て
、
ま
す
ぼ
に
落
す

わ
が
な
み
だ
、
あ
は
れ
い
く
ら
の
月
日
經
て
、
誰
ふ
み
わ
く

る
苔
と
む
す
ら
む
。

反

歌

鐘
の
音
ぞ
さ
ら
に
か
な
し
き
夕
ま
ぐ
れ

涙
す
ゝ
め
ぬ
こ
と
の
葉
な
け
れ
と

あ
ら
ま
し
は
、
た
が
ひ
は
て
た
る
藤
衣

う
ら
う
へ
に
着
て
な
げ
く
秋
か
な
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子
を
お
も
ふ
道
の
な
げ
き
も
あ
る
を
見
て

ま
よ
ふ
こ
ゝ
の
や
み
な
ら
ば
こ
そ

文
久
二
年
閏
八
月

(

一

八

六

二

年)

善

水

(

昭
和
十
四
年
一
月
十
日
掲
載)

こ
は
善
水
五
十
才
の
秋

愛
兒
元
武(

長
男
義
一
郎
二
十
六
才)

、

・
善
武(

次
男
悌
次
郞
十
九
才)

が
折
柄
流
行
の
麻
疹
に
か
ゝ
り

ほ
と
ん
ど
同
時
に
亡
く
な
っ
た
の
を
哀
惜
し
て
の
長
歌
で
、
揃

い
も
揃
っ
て
秀
才
で
あ
っ
た
ゞ
け
父
善
水
の
な
げ
き
は
一
し
ほ

で
あ
っ
た
ら
う
。
あ
ら
ま
し
は
「
た
が
ひ
は
て
た
る
藤
衣
う
ら

う
へ
に
着
て
な
げ
く
秋
か
な
…
…
」
惻
々
と
し
て
わ
れ
ら
の
胸

を
う
つ
。
か
く
て
嗣
を
失
っ
た
善
水
は
そ
の
族
小
池
雄
三
郎
を

養
う
て
嗣
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
た
が
明
治
十
一
年
故
あ
っ

(

一

八

七

八

年

)

て
離
縁
し

そ
の
男(

善
水
の
孫)

政
吉(

明
治
九
年
九
月
生
ま
れ)

、

を
し
て
家
督
を
相
續
せ
し
め
た
。
そ
れ
が
明
治
十
六
年
六
月
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

御
軍
人
山
川
浩
主
戊
辰
の
と
し
伏
見
の
郷
に
て
事
あ
り
し
こ

(

一

八

六

八

年

)

ろ
小
松
原
驛
中
野
許
の
旅
寢
に
病
み
て
日
を
經
け
ら
れ
た
る

も
は
や
十
余
五
年
の
昔
に
な
れ
り
し
を
、
今
年
彌
生
な
か
ば

い
と
ね
も
ご
ろ
な
る
消
息
に
つ
け
て
九
谷
焼
の
陶
器
に
梅
の

あ
や
あ
る
を
つ
け
て
送
ら
れ
た
る
に
添
へ
て
子
孫
に
傳
へ
む

歌
を
と
乞
は
れ
た
る
に
山
川
主
の
尊
き
志
を
お
む
か
し
み
つ

ゝ
よ
み
て
送
れ
る
歌

宇
つ
ろ
は
ぬ
は
な
を
心
の
し
を
り
に
て

千
代
の
榮
を
あ
ふ
く
宿
か
な

明
治
十
五
年
十
月

瓶
の
舎

善
水

(

か
め
の
や)

こ
は
戊
辰
の
役
鳥
羽
伏
見
で
敗
れ
た
會
津
勢
に
交
っ
て
山
川

浩(

時
に
二
十
才
代
の
青
年
で
あ
っ
た
が)

後
陸
軍
少
將
と
な
る

が
、
日
高
郡
小
松
原
驛(

今
の
紀
勢
西
線
御
坊
驛
所
在
地･

湯
川

村
小
松
原)

ま
で
來
と
き
重
患(

チ
フ
ス
の
よ
う
な
熱
病
で
あ
っ

た)

と
い
う
に
罹
り
中
吉
旅
館(

今
御
坊
町
本
町
に
移
轉
し
て
ゐ

る)

で
呻
吟
し
た
こ
と
が
あ
り
、
旅
館
主
夫
妻
を
は
じ
め
地
方
有

志
が
心
を
こ
め
て
看
護
慰
藉
に
つ
と
め
た
。
か
く
て
全
快
の
喜

び
を
み
て
歸
國
し
た
浩
は
軍
籍
に
入
っ
て
榮
達
後
も
舊
恩
誼
を

忘
れ
ず
、
四
季
折
々
の
消
息
を
絶
た
な
か
っ
た
。
善
水
の
歌
は

そ
の
志
に
酬
い
た
も
の
で
あ
る
。

(

安
政
六
年)

四
月
十
七
日
あ
さ
だ
ま
き
菊
池
博
士
を
訪
ね
ん

(

一

八

五

九

年

)

と
栖
原
の
御
坂
を
こ
ゆ
ほ
ど
に

動
き
な
き
か
け
こ
そ
よ
け
れ
さ
し
て
と
ふ

生
石
山
の
峰
の
笠
石(

軟
葉
日
記)

霰

春
霰
た
か
誠
よ
り
た
ち
そ
め
て

人
の
こ
ゝ
ろ
を
花
に
な
す
ら
む

春
眠
不
覺
暁

花
鳥
の
う
か
れ
こ
ゝ
ろ
や
春
の
夜

あ
か
つ
き
し
ら
ぬ
夢
と
な
る
な
む(

鶯
蛙
集)

伊
達
千
廣
主
を
偲
び
て

し
の
ふ
か
な
月
雪
花
の
う
つ
り
こ
し
世
に

ふ
み
か
よ
ふ
道
の
し
を
り
を(

家
集)
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善
水
の
交
友
の
廣
く
多
か
っ
た
こ
と
は
既
述
の
通
で
、
文
人

墨
客
の
日
高
を
過
ぐ
る
も
の
、
道
成
寺
参
拜
の
次
に
は
必
ず
瀬

見
邸
に
向
ふ
を
例
と
し
て
ゐ
た
。
齋
藤
拙
堂
の
「
南
游
志
」
に

も
善
水
を
訪
う
た
こ
と
が
詳
し
く
見
え
て
ゐ
る
。
そ
れ
は

萬
延
元
年
善
水
四
十
八
才
の
時
で
あ
っ
た
。
伊
達
千
廣
・
加
納

(

一

八

六

〇

年

)

諸
平
な
ど
は
屡
々
瀬
見
家
に
逗
留
、
幾
多
の
秀
歌
を
殘
し
て
ゐ

る
。
千
曳
山
麓
の
歌
碑
「
動
き
な
き
わ
が
君
が
代
の
た
め
し
に

は
千
曳
の
山
そ
ひ
く
べ
か
り
け
る
」(

千
廣)

の
如
き
は
人
口
に

膾
灸
し
て
い
る
。
諸
平
の
眞
妻
山(

長
歌)

ま
た
絶
唱
で
あ
る
。

最
後
に
善
水
の
面
目
を
赤
裸
々
に
躍
如
た
ら
し
む
る
に
足
る

書
翰(

羽
山
維
碩
宛
、
明
治
元
年)

二
通
を
録
し
て
置
く
。
書
中

(

一

八

六

八

年
)

の
久
保
無
二
三
は
今
の
印
南
町
津
井
の
出
身
で
、
羽
山
家
の
親

戚
に
當
る
。
維
新
前
長
藩
に
用
ひ
ら
れ
戊
辰
の
役
に
は
部
下
を

率
ゐ
て
北
越
方
面
に
轉
戰
し
て
殊
勲
の
あ
っ
た
人
で
あ
る
。

前
略
御
即
位
式
の
柳
葉
被
下
置
勤
而
拜
戴
實
に
難
□
私
家
へ

？

？

而
己
奉
置
候
も
恐
多
候
付
神
主
に
相
識
り
八
幡
宮
社
頭
へ
箱

？

入
り
に
て
か
け
置
來
正
月
諸
人
に
爲
拜
可
申
と
奉
存
候
萬
々

御
禮
申
上
候

久
保
氏
戰
功
此
戰
此
郡
よ
り
ヶ
樣
之
人
を
出
し
候
事
一
大
快

事
御
同
慶
奉
存
候

若
山
在
農
兵
之
事
は
少
し
難
信
相
考
申
候
□
事
に
候
は
ゞ
其

内

□

聞
可
自
之
と
奉
存
候
當
秋
作
大
凶
荒
に
而
組
々
并
々
共

(

？
續)

仕
候
處
以
外
之

□

付
て
は
哀
訴
多
端
に
て
微
力
の
者
共
大
に

(

？
に)

困
入
り
申
候
何
分
穀
價
低
下
而
己

申
候
先
は
拜
復
旁
奉

祈 (

？
祈)

申
上
候
今
日
も
風
雨
を
衝
出
勤
□
乱
毫
□
免
可
被
下
候

頓

首

十
一
月
十
四
日

翠
湾
釣
叟

待
月
樓
主
君

俄
□
寒
威
相
加
申
候
處
益
々
御
清
穆
被
爲
在
奉
恐
賀
候
然

□

？
然

？

(

？
は)

此

□

拜
借
之
御
書
冊
八
冊
完
璧
仕
候
□
々
難
有
奉
存
候
扨
久

(

？
書)

保
無
二
三
子
來
書
寫
及
龍
助
子
之
添
書
と
も
拜
見
被
仰
付
難

有
奉
存
候
先
便
申
上
候
通
南
□
之
雄
物
に
て
自
然
□
威
之
應

援
護
共
相
成
可
申
義
感
心
之
至
□
御
座
候

文
中
松
平
肥
後
の
降
伏
は
九
月
二
十
三
日
と
存
候
と
こ
ろ
八

月
二
十
三
日
と
相
見
御
座
候
九
月
に
て
は
少
し

□

知
早
過
ぎ

(

？
報)

候
様
に
覺
申
候
處
果
し
て
如
之
御
座
候

さ
て
御
急
無
躬
之
義
に
候
へ
ど
も
奉
願
誠
候
無
二
三
子
よ
り

家
巖
へ
被
差
越
候
鮭
魚
肉
伺
家
よ
り
貴
君
様
方
へ
も
下
配
有

之
□
子
に
相
見
申
候
細
梼
只
々
一
片
頂
戴
相
叶
間
敷
哉
對
に

官
軍
全
勝
凱
旋
之
土
産
に
候
へ
ば
即
朝
廷
之
賜
物
同
然
に
付

拜
隊
支
度
念
慮
に
御
座
候
例
之
一
癖
御
一
笑
可
被
下
候
先
は

拜
答
御
禮
旁
奉
申
上

恐
惶
謹
言

霜
月
中
八
夜

翠
灣
水

待
月
樓
主
君
清
楊
下

(

昭
和
十
四
年
一
月
十
一
日
掲
載)
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あ
と
が
き

。

川
辺
文
化
協
会
の
中
に
郷
土
史
同
好
会
と
い
う
部
会
が
あ
る

発
会
し
て
五
年
目
に
な
る
。
毎
年
テ
ー
マ
を
決
め
講
師
を
招
き

三
～
四
回
の
公
開
講
座
を
開
い
て
い
る
。
本
年
度
の
テ
ー
マ
は

｢

瀬
見
善
水｣

と
決
ま
り
関
連
資
料
を
捜
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
偶

々
「
紀
南
新
聞
」
に
昭
和
十
四
年
一
月
森
彦
太
郎
先
生
が
「
紀

南
先
賢
神
社
祭
神
論

「
丹
生
先
賢
江
川
の
名
門
瀬
見
善
水
」

」

の
題
名
で
寄
稿
し
て
い
る
事
が
判
っ
た
。

さ
い
わ
い｢

紀
南
新
聞｣

の
コ
ピ
ー
版
が
和
歌
山
県
立
文
書
館

に
保
存
さ
れ
て
お
り
早
速
取
り
寄
せ
パ
ソ
コ
ン
で
活
字
化
し
直

し
た
。
文
字
が
潰
れ
て
い
て
判
ら
な
い
処
も
多
々
あ
っ
た
。

「
紀
南
新
聞
」
は
明
治
三
十
一
年
に｢

紀
南
公
論｣

の
名
で
創

刊
さ
れ
、
明
治
三
十
二
年
七
号
よ
り
「
紀
南
新
聞
」
と
改
題
、

同
三
十
三
年
九
月
五
十
三
号
を
も
っ
て
休
刊
、
同
三
十
五
年
五

月
再
刊
、
昭
和
十
二
年
十
二
月
森
彦
太
郎
氏
が
経
営
を
引
き
継

い
だ
。
昭
和
十
四
年
以
降
の
事
は
判
ら
な
い
。

も
う
少
し
瀬
見
善
水
氏
に
関
す
る
資
料
が
な
い
か
当
た
っ
て

み
た
い
。

平
成
二
十
二(

二
〇
一
〇)

年
五
月
二
十
三
日(

日)

清
水
章
博


